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第
60
回  
８
月
22
日（
火
）

無
声
映
画
の
会

「
瞼
の
母
」

　

郷
塾
で
は
恒
例
と
な
っ

た
無
声
映
画
の
上
映
。
今

回
の
作
品
は
１
９
３
１
年

に
製
作
さ
れ
た
「
瞼
の

母
」
。
主
演
は
片
岡
千
恵

蔵
、
山
田
五
十
鈴 

共
に
昭

和
初
期
の
大
ス
タ
ー
で
す
。

　

解
説
＆
音
響
の
濱
口
氏

は
体
調
不
良
で
あ
い
に
く

欠
席
と
な
り
ま
し
た
が
、

活
動
弁
士 

遊
花
さ
ん
に
よ

る
名
調
子
が
心
地
よ
く
、

番
場
の
忠
太

郎
に
す
っ
か

り
魅
了
さ
れ
、

あ
っ
と
い
う

間
の
１
時
間

で
し
た
。

活
動
弁
士　

遊
花  

氏

第
61
回  

９
月
26
日（
火
）

住
吉
大
社
も
の
が
た
り

パ
ー
ト
２

 

２
月
の
講
義
が
記
憶
に
新

し
い
住
吉
大
社 

小
出
氏
に

よ
る
「
住
吉
大
社
も
の
が
た

り
」
の
続
編
。
今
回
は
『
お

伽
噺
の
中
の
住
吉
大
社
』
を

中
心
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。

 

竹
取
物
語
や
一
寸
法
師
、

浦
島
太
郎
や
金
太
郎
ま
で
そ

の
舞
台
は
当
時
の
大
坂
湾
と

住
吉
大
社
だ
っ
た
？ 

歴
史

か
ら
神
話
、
古
典
文
学
、
和

歌
、
地
名
や
料
理
の
語
源
な

ど
が
、
住
吉
大
社
を
中
心
に

縦
横
無
尽
に
繋
が
っ
て
い
く

様
に
圧
倒
さ
れ
た
60
分
で
し

た
。
パ
ー
ト
３
が
待
ち
遠
し

い
で
す
。

 
山
本
能
楽
堂
よ
り
若
き
能

楽
師 

山
本
麗
晃
氏
が
初
登

場
。
Ｄ
ｏ 

ｙ
ｏ
ｕ 

ｋ
ｎ
ｏ

ｗ 
Ｎ
ｏ
ｈ
？
（
あ
な
た
は

能
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
）

と
題
し
、
能
の
歴
史
や
舞
台

上
の
動
き
、
伴
奏
な
ど
、
初

心
者
で
も
楽
し
め
る
よ
う
に

解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。　

　

能
楽
師
の
家
系
に
育
っ
た

氏
な
ら
で
は
お
話
は
と
て
も

面
白
く
聴
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
後
半
に
は
『
高
砂
』

の
一
節
を
実
演
も
。
そ
の
迫

力
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
参
加

者
も
精
一
杯
、
声
を
出
し
て

詠
み
上
げ
る
一
夜
と
な
り
ま

し
た
。

　

大
阪
歴
史
博
物
館
よ
り
考

古
学
を
専
門
と
す
る
豆
谷
氏

に
、
豊
臣
秀
吉
が
築
い
た

「
城
下
町
と
し
て
の
大
阪
」

に
つ
い
て
ご
講
義
頂
き
ま
し

た
。

　

上
町
台
地
周
辺
か
ら
始

ま
っ
た
秀
吉
に
よ
る
『
大
坂

城
下
町
』
の
建
設
。
そ
の
成

り
立
ち
を
中
心
に
、
町
名
の

由
来
、
地
形
の
影
響
な
ど
の

歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

　

様
々
な
研
究
者
の
発
表
や

定
説
、
最
新
の
調
査
結
果
も

交
え
た
詳
し
い
話
は
、
非
常

に
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

住
吉
大
社

権
禰
宜　

小
出 

英
詞 

氏

第
62
回  

10
月
31
日（
火
）

Ｄ
ｏ  

ｙ
ｏ
ｕ  

ｋ
ｎ
ｏ
ｗ

Ｎ
ｏ
ｈ
？

第
63
回  

11
月
2１
日（
火
）

秀
吉
の
城
下
町
建
設

大
阪
歴
史
博
物
館

学
芸
員　

豆
谷 

浩
之 

氏

大
阪
公
立
大
学 

三
田
村 

宗
樹  

教
授

第
65
回  

１
月
23
日（
火
）

大
阪
大
学
総
合
学
術
博
物
館

船
越 

幹
央 

教
授　

山
本
能
楽
堂

能
楽
師　

山
本 

麗
晃 

氏

　

11
月
に
続
き
大
阪
歴
史
博

物
館
よ
り
豆
谷
氏
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
今
も
中
央
小
学

校
敷
地
内
に
記
念
碑
が
残
る

「
土
屋
相
模
守
の
蔵
屋
敷
」

が
何
故
そ
こ
に
あ
っ
た
か
を
、

様
々
な
資
料
や
説
、
推
測
を

基
に
解
き
明
か
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
異
例
の
大
出

世
を
遂
げ
た
土
浦
藩
主 

土
屋

数
直
と
そ
の
息
子
で
あ
る
土

屋
政
直
（
土
屋
相
模
守
）
と

の
大
阪
城
の
関
係
と
は
？　

　

現
代
に
も
通
じ
る
時
の
権

力
者
と
有
力
者
の
関
係
な
ど

深
い
お
話
を
聴
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

第
64
回  

12
月
19
日（
火
）

土
屋
相
模
守
の
蔵
屋
敷
は

何
故
そ
こ
に
あ
っ
た
の
か
。

大
阪
歴
史
博
物
館

学
芸
員　

豆
谷 

浩
之 

氏

Ｊ
Ｒ
大
阪
環
状
線
と

旧
城
東
線
の
歴
史

上
町
台
地
の
地
形
と
地
盤

第
66
回  

２
月
20
日（
火
）

四
天
王
寺
宝
物
館

学
芸
員  

渡
邉 

慶
一
郎 

氏

四
天
王
寺
宝
物
館

春
季
名
宝
展
の
紹
介

第
67
回  

３
月
19
日（
火
）

Y F

今
後
の
予
定

古
墳
時
代
に
建
て
ら
れ
た
難
波
宮
。豊
臣
秀
吉
の
時
代
に
作
ら
れ
た
太
閤
下
水
。大
阪
城
の
城
下
町
と
し
て
も

栄
え
た
南
大
江
地
域
は
、歴
史
の
あ
る
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
地
元
の
歴
史
・
文
化
を
一
緒
に

勉
強
し
ま
せ
ん
か
？　

各
講
義
は
１
時
間
、充
実
の
内
容
で
す
。お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

古
墳
時
代
に
建
て
ら
れ
た
難
波
宮
。豊
臣
秀
吉
の
時
代
に
作
ら
れ
た
太
閤
下
水
。大
阪
城
の
城
下
町
と
し
て
も

栄
え
た
南
大
江
地
域
は
、歴
史
の
あ
る
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
地
元
の
歴
史
・
文
化
を
一
緒
に

勉
強
し
ま
せ
ん
か
？　

各
講
義
は
１
時
間
、充
実
の
内
容
で
す
。お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

令和5年度：
1/17 いきいき体操…森原 優次 先生
2/7  脳がはたらく鉛筆画…松田 登 先生
3/6  ミュージック・ケア…浦川 暁美 先生

令和５年度：1/9、2/13、3/12   

1/13（土）、2/10（土）は連続講座のため
新規の募集はありません。

フラワーアレンジメント

配食も実施しています

南大江会館　午前10時30分〜12時
参加費：無料（65歳以上の方）
お問合せ：ふれあいセンターもも
☎06-6763-8139

大人の習字

南大江女性会は多くの地域活
動に参加し、協力しています。
地域での仲間づくりのため、こ
れらかも新しい会員さんの入会
をお待ちしています。

入会のご案内

- 1 - - 6 - - 5 -

各種行事を写真撮影しており、ホームページ・
やすらぎ等に掲載する事があります。ご了承ください。

南大江地域活動協議会 公式ホームページ
https://minamiooe.osaka

毎月第２火曜日にふれあい食事会を行っています。

時間：12時～
場所：南大江会館／コーシャハイツ法円坂集会室／個配もあります

費用：300円 65歳より（予約制）☎06-6949-5670

南
大
江

「南大江会館」を名乗る電話にご注意ください。
南大江会館では、マイナンバー等の番号を問い合わせ
する事は絶対にありません。詐欺・悪用の可能性があ
りますので、ご回答されないようご注意ください。

秋
晴
れ
で
気
持
ち
の
良
い
朝
。
南
大

江
会
館
前
に
集
合
し
た
一
行
は
バ
ス
２

台
に
分
乗
し
て
出
発
し
ま
し
た
。

最
初
の
目
的
地
は
古
い
由
緒
を
も
つ

「
藤
白
神
社
」
。
熊
野
参
詣
道
（
熊
野

古
道
）
紀
伊
路
の
藤
白
王
子
跡
と
し
て
、

熊
野
一
の
鳥
居
と
称
さ
れ
て
き
ま
し
た
。  

　

参
拝
の
後
、
地
元
の
ガ
イ
ド
さ
ん
の

案
内
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

藤
白
神
社
で
は
地
下
道
を
通
っ
て
た
く

さ
ん
歩
き
ま
し
た
。

次
に
訪
れ
た
の
は
明
治
に
創
業
し
た

中
野
酒
蔵
で
す
。
梅
酒
を
は
じ
め
、
日
本

酒
な
ど
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
ツ
ア
ー

で
酒
蔵
を
見
て
回
り
、
梅
酒
樽
を
見

学
、
そ
の
後
は
試
飲
も
楽
し
み
ま
し
た
。

黒
潮
市
場
で
の
楽
し
い
昼
食
を
経
て
、

一
行
は
「
温
山
荘
園
」
へ
到
着
。
日
本

で
初
め
て
動
力
伝
導
用
革
ベ
ル
ト
を
制

作
し
た
新
田
帯
皮
製
造
所
（
現
ニ
ッ
タ

株
式
会
社
）
創
業
者
に
よ
り
造
園
さ
れ

た
元
別
荘
屋
敷
で
す
。

１
万
８
千
坪
の
広
大
な
敷
地
に
は
、

国
指
定
の
名
勝
に
選
ば
れ
た
日
本
庭
園

や
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
母
屋

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
回
遊
庭
園

や
池
、
ト
ン
ネ
ル
や
橋
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
ビ
ー
チ
ま
で
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
ガ
イ
ド
の
方
に
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
年
の
健
康
ウ
ォ
ー
ク
も
心
地
よ
く

た
く
さ
ん
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
様
ど
う
も
お
疲
れ
様
で
し

た
。

大阪市中央区内久宝寺町２丁目６−８

毎週金曜日１時30分〜４時

主催：後藤基金
後援：南大江社会福祉協議会

✿

✿

✿

✿

✿
南大江の地域活動へお気軽にご参加ください。

南大江女性会

南大江
かがやき教室

ふれあい食事会

立ち寄り処てる ✿ 南大江地域ネットワーク委員会

11/1 左右の動き面白脳トレ
宮本 愃  先生 

主
催
：
南
大
江
社
会
福
祉
協
議
会

共
催
：
南
大
江
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
　
　
ク
委
員
会

　
　
　
南
大
江
生
涯
学
習
ル
ー
ム

　
　
　
委
員
会

　
　
　
や
す
ら
ぎ
編
集
委
員
会

協
力
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ま
ち
・
す
ま

　
　
　
い
づ
く
り

　
　
　
大
阪
歴
史
博
物
館

温山荘園と藤白神社をめぐる健康ウォーキング
2023年10月28日（土）

9/6 骨粗しょう症セミナー
日本調剤薬局

10/4 ミュージックケア
浦川 暁美  先生

第10回 南大江健康ウォーク

昼食は黒潮市場にて

海南市の中野酒造

プライベートビーチ 温山荘園
場　

所
：
南
大
江
会
館

時　

間
：
午
後
６
時
〜
７
時

参
加
費
：
３
０
０
円

定
員
：
４０
名
（
申
し
込
み
順
）

お
申
し
込
み
：
南
大
江
会
館

☎
０
６
│

６
９
４
９
│

５
６
７
０

12/16  フラワーアレンジメント

11/25　寄植え作り

民踊部（中央区民まつり）

南大江生涯学習ルーム

12/5 大人の習字

令和5年度は終了しました。

日本庭園 藤白神社



南
大
江
ク
リ
ー
ン
作
戦
隊

南
大
江
女
性
学
習
会 

第
２
講 

バ
ス
ツ
ア
ー 

９
月
29
日（
金
）

見
守
り
活
動

ち
ー
む
オ
レ
ン
ジ

サ
ポ
ー
タ
ー

町
を
明
る
く
す
る
運
動

女
性
会

第
17
回  

た
ん
ぽ
ぽ
の
会

第
11
回 

南
大
江
地
域
自
主
防
災
訓
練

南
大
江
地
域
文
化
祭

作
品
展
示

舞
台
発
表

作
戦
隊
会
議

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
・
宇
治
黄
檗
宗
大
本
山 

萬
福
寺

- 4 - - 3 - - 2 -

12
月
３
日
（
日
）
南
大

江
小
学
校
講
堂
と
多
目
的

室
で
第
17
回
た
ん
ぽ
ぽ
の

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
４
年
振
り
に
舞

台
発
表
も
復
活
。
作
品
展

示
と
共
に
賑
や
か
さ
は
、

コ
ロ
ナ
渦
前
に
戻
っ
た
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

人
気
の
く
じ
引
き
の
抽

選
は
景
品
内
容
に
よ
り
、

子
ど
も
と
大
人
に
分
け
て

の
応
募
と
し
ま
し
た
。
抽

選
発
表
は
、
ま
だ
人
が
た

く
さ
ん
集
ま
る
の
で
感
染

対
策
と
し
て
南
大
江
会
館

で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
来

年
に
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

よ
う
に
講
堂
で
実
施
し
た

い
も
の
で
す
。

今
年
も
会
場
設
営
に
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
３
団
体
や
生
國

魂
神
社
南
大
江
氏
子
会
の

皆
様
が
協
力
し
て
頂
き
助

か
り
ま
し
た
！

今
年
は
救
護
活
動
を
中
心
に
み

ん
な
で
学
習
し
ま
し
た
。

各
地
域
団
体
・
学
校
の
代
表
者

と
共
に
、
東
中
学
校
、
聴
覚
支
援
学

校
の
生
徒
も
参
加
、
椅
子
の
片
付
け

も
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、

「
地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
」
を

記
念
し
て
、
２
０
０
２
年
に
開
設
さ

れ
た
環
境
学
習
や
環
境
保
全
活
動
の

輪
を
広
げ
る
た
め
の
拠
点
施
設
で
す
。

地
球
温
暖
化
の
問
題
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

ハ
ト
ヤ
瑞
鳳
閣
で
昼
食
を
と
っ
た

一
行
は
、
宇
治
市
に
あ
る
日
本
三
禅

宗
の
一
つ
黄
檗
宗 

大
本
山
萬
福
寺
へ
。

津
田
さ
ん
の
声
か
け
で
ご
僧
侶
に
境

内
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
萬
福
寺
で
は
黄
檗
ラ
ン
タ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
て

お
り
、
鮮
や
か
な
色
彩
の
中
国
ラ
ン

タ
ン
が
境
内
を
彩
っ
て
い
ま
し
た
。

新
隊
長
と
し
て
宮
田
精
一
さ
ん
が
就
任

し
ま
し
た
。大

阪
市
の
オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー

地
域
活
動
促
進
事
業
に
南
大
江
ク

リ
ー
ン
隊
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ

る
認
知
症
の
人
や
家
族
に
対
す
る
生

活
面
の
早
期
か
ら
の
支
援
等
を
図
る

取
り
組
み
を
支
援
し
、
認
知
症
の
人

や
家
族
の
身
近
な
生
活
支
援
ニ
ー
ズ

等
と
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
つ
な
げ

る
仕
組
み
で
す
。

小
物
作
り　

11
月
14
日
（
火
）　手芸作家 浅野講師

銅座幼稚園

石井会長稲嶺区長

生國魂神社南大江氏子会大阪府立中央聴覚支援学校大阪市中央区社会福祉協議会

南大江地域
ネットワーク委員会

南大江地域
活動協議会

生涯学習ルーム
小物作り

中央なにわ幼稚園 大阪市立銅座幼稚園

大阪市立南大江小学校書道教室

抽選会の模様

植田校長三原園長
司会

中村幸枝・堀井由里子

吹族館チアリーダーズクラブ ＪＵＭＰＳ東中学吹奏楽部（映像出演）

南大江民踊部 コール・スウィング南大江

　　　

　　

令
和
５
年
12
月
３
日
（
日
） 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

令
和
５
年
９
月
９
日
（
土
） 

午
前
９
時
～　

南
大
江
小
学
校 

講
堂

10
月
19
日
（
木
） 

11
月
22
日
（
水
） 

同
時
開
催

南
大
江

ド
リ
ー
ム

カ
ー
ニ
バ
ル

南
大
江
女
性
学
習
会 

第
３
講




